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高橋組合長挨拶高橋組合長挨拶

懇談会の様子懇談会の様子

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
健
勝
で
農
作
業
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
、

農
協
事
業
運
営
に
対
し
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
、
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

既
に
ご
存
じ
の
と
お
り
と
思
い

ま
す
が
、
小
椋
前
組
合
長
の
Ｊ
Ａ

北
海
道
中
央
会
の
副
会
長
就
任
に

伴
う
期
中
の
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
役
員

改
選
で
、
六
月
二
十
二
日
の
理
事

会
に
お
い
て
後
任
の
代
表
理
事
組

合
長
と
し
て
就
任
す
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
私
自
身
理
事
と
し
て
は

四
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
組
合
長
と
し
て
の
職

務
の
内
容
や
責
任
は
非
常
に
重
い

も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
歴
代
組
合
長
を
始
め
役

職
員
、
ま
た
組
合
員
の
皆
様
が
築

き
上
げ
て
き
た
上
士
幌
町
農
業
の

生
産
基
盤
を
し
っ
か
り
と
次
の
世

代
に
受
け
渡
し
て
行
け
る
よ
う
、

全
力
で
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
本
年
は
、
春
先
の
播
種
作

業
は
天
候
等
順
調
に
推
移
し
て
き

て
お
り
、
一
番
牧
草
収
穫
も
概
ね

良
好
に
完
了
し
、
今
後
の
順
調
な

生
育
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

現
下
の
農
業
情
勢
は
、
予
断
を

許
さ
ぬ
世
界
情
勢
に
よ
る
物
価
高

騰
、
又
は
生
乳
生
産
抑
制
な
ど
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
行
く
末
の
不
安
を
感
じ

就
任
就
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

�

高
　
橋
　
昭
　
博

て
い
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、

現
在
政
府
は
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」
の
検
証
を
進
め
て
い

る
中
、
改
め
て
国
内
農
業
の
維
持
・

強
化
が
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
困
難
な
状
況
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
近
い
将
来
必
ず
来
る
明

る
い
農
業
の
未
来
と
、
国
内
農
業

の
維
持
・
発
展
を
自
分
た
ち
の
手

で
取
り
戻
す
べ
く
、
農
協
役
職
員
・

組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
前
に
進
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

改
め
ま
し
て
、
関
係
各
位
組
合

員
皆
様
に
協
力
を
お
願
い
し
、
本

年
も
皆
様
が
無
事
故
で
健
康
に
豊

穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す
様
ご
祈

念
申
し
上
げ
て
就
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

〜

地
域
懇
談
会
開
催

地
域
懇
談
会
開
催

地
域
懇
談
会
開
催

地
域
懇
談
会
開
催

　

地
域
懇
談
会
が
六
月

二
十
七
日
、
農
協
三
階

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ

た
。
開
会
に
あ
た
り
高
橋
代
表
理

事
組
合
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。

　

懇
談
会
で
は
、
会
長
職
設
置
に

伴
う
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

　

組
合
員
か
ら
は
様
々
な
質
問
や

意
見
が
挙
げ
ら
れ
、
担
当
者
よ
り

具
体
的
な
回
答
・
説
明
を
し
、
こ

れ
か
ら
の
農
協
事
業
推
進
に
ご
検

討
、
ご
協
力
を
頂
け
る
よ
う
お
願

い
を
し
て
閉
会
し
た
。
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各 種 委 員
令和５年６月22日　現在

１．よつ葉乳業ＫＫ　監査役 代表理事組合長 高 橋 　 昭 博

２．士幌馬鈴薯施設運営専門委員 理　　事 菅 原 　 　 彰

理　　事 泉 田 　 和 寛

３．北十勝農協理事研修会役員 理　　事 泉 田 　 和 寛 副会長

理　　事 髙 木 　 　 茂 委員

４．北十勝農協監事協議会役員 代表監事 泉 田 　 吉 徳

５．部門専門委員会

総務・経済委員会

理事（委員長） 嶋 木 　 勝 美

理事（副委員長） 泉 田 　 和 寛

理　　事 髙 木 　 　 茂

理　　事 菅 原 　 　 彰

理　　事 布 谷 　 知 宏

理　　事 小 椋 　 茂 敏

畜産部・牧場部委員

理事（委員長） 髙 木 　 　 茂

理事（副委員長） 布 谷 　 知 宏

理　　事 泉 田 　 和 寛

理　　事 菅 原 　 　 彰

理　　事 嶋 木 　 勝 美

理　　事 小 椋 　 茂 敏

農産部・

� 営農振興部委員会

理事（委員長） 菅 原 　 　 彰

理事（副委員長） 泉 田 　 和 寛

理　　事 髙 木 　 　 茂

理　　事 嶋 木 　 勝 美

理　　事 布 谷 　 知 宏

理　　事 小 椋 　 茂 敏

６．上士幌町農業委員 専務理事 大 道 　 欣 実

７．上士幌町家畜伝染病自衛防疫推進委員 専務理事 大 道 　 欣 実

８．上士幌町農業後継者対策推進委員 理　　事 泉 田 　 和 寛

　　令和５年６月１日〜令和８年５月31日 理　　事 高 橋 　 勝 美

理　　事 髙 木 　 　 茂 監事

９．上士幌町農業経営支援センター経営者会議 代表理事組合長 高 橋 　 昭 博

　　令和４年４月１日〜令和６年３月31日 専務理事 大 道 　 欣 実

10．上士幌町農業振興審議会委員 専務理事 大 道 　 欣 実

　　令和４年１月１日〜令和６年12月31日 常務理事 辺 見 　 　 仁

11．５農協馬鈴薯施設運営委員 代表理事組合長 高 橋 　 昭 博

12．十勝酪農畜産対策協議会常任委員 代表理事組合長 高 橋 　 昭 博

13．十勝地区農協畑作青果対策委員 代表理事組合長 高 橋 　 昭 博

14．十勝乳牛検定組合代表者代理人 理　事 布 谷 　 知 宏
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第第
2323
回
Ｊ
Ａ
臨
時
総
会
開
催

回
Ｊ
Ａ
臨
時
総
会
開
催

第第
2323
回
Ｊ
Ａ
臨
時
総
会
開
催

回
Ｊ
Ａ
臨
時
総
会
開
催

　

第
二
十
三
回
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
臨
時
総
会

が
七
月
十
一
日
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
Ｊ

Ａ
三
階
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

　

正
組
合
員
百
九
十
一
名
中
百
四
十
四
名
（
本
人
出

席
十
名
、
代
理
出
席
三
名
、
書
面
議
決
百
三
十
一
名
）

の
出
席
で
、
定
款
に
定
め
る
定
足
数
に
達
し
開
催
さ

れ
た
。

　

開
会
宣
言
の
後
、
高
橋
代
表
理
事
組
合
長
よ
り
「
本

年
は
春
耕
期
よ
り
作
況
は
良
好
に
推
移
し
て
お
り
、

牧
草
も
順
調
に
収
穫
で
き
た
。
今
後
は
、
小
麦
の
収

穫
を
迎
え
る
が
良
質
な
小
麦
に
期
待
し
た
い
。
ま
た
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
農
業
情
勢
に
変
わ
り
は
な
く
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い

き
た
い
。」
と
開
会
挨
拶
し
た
。

　

本
総
会
は
道
連
合
会
の
常
勤
役
員
に
就
任
し
た
際

の
農
協
法
上
の
兼
職
規
制
に
抵
触
し
な
い
対
応
策
と

し
て
、
会
長
制
を
導
入
す
る
た
め
に
定
款
を
一
部
変

更
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
議
長
は
泉
田
筆
頭
理

事
が
務
め
審
議
に
入
り
、
提
案
し
た
議
案
は
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　

「
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
の
副
会
長
に
就
任
さ
れ
た

小
椋
前
組
合
長
に
は
中
央
会
の
激
務
の
中
に
お
か
れ

て
も
、
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
対
し
て
ご
助
言
頂
き

た
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
小
麦
収
穫
に
お
い

て
も
安
全
に
収
穫
が
終
わ
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
。」

と
高
橋
代
表
理
事
組
合
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
を
も
っ

て
臨
時
総
会
は
閉
会
し
た
。

総会の様子総会の様子 議長に泉田和寛筆頭理事議長に泉田和寛筆頭理事
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上士幌町農協コントラクター事業

　

上
士
幌
町
農
作
業
コ
ン
ト
ラ
利
用
部
会

（
菅
原
浩
希
部
会
長
）
は
六
月
中
旬
の
植

生
調
査
及
び
利
用
者
全
体
会
議
を
経
て
六

月
十
五
日
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で
の
延

べ
十
三
日
間
の
日
程
で
一
番
牧
草
収
穫
作

業
を
行
っ
た
。

　

収
穫
期
間
の
序
盤
は
降
雨
と
な
っ
た
場

面
も
あ
っ
た
が
、
総
じ
て
好
天
に
恵
ま
れ
、

作
業
は
利
用
者
、
関
係
機
関
の
協
力
も
あ

り
、
順
調
に
進
み
、
六
月
中
に
全
作
業
を

終
え
る
事
が
で
き
た
。

　

収
量
、
品
質
に
つ
い
て
は
、
六
月
中
旬

以
降
、
収
穫
期
間
の
好
天
の
影
響
で
出
穂
、

開
花
は
例
年
よ
り
早
ま
っ
た
が
、
低
水
分

で
適
期
収
穫
に
よ
る
高
品
質
な
サ
イ
レ
ー

ジ
を
確
保
出
来
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
収

量
に
つ
い
て
も
圃
場
毎
で
差
は
あ
る
も
の

の
、
例
年
並
の
作
柄
と
な
っ
た
。

　

作
業
体
制
に
つ
い
て
は
、
四
セ
ッ
ト
体

制
で
の
作
業
が
行
わ
れ
、
作
業
面
積
は
全

体
で
１
，
６
９
６
．
７
８
ha
で
あ
っ
た
。

　

今
後
も
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
で
は
消

化
液
散
布
、
堆
肥
散
布
、
二
番
牧
草
収
穫
、

デ
ン
ト
コ
ー
ン
収
穫
、
ビ
ー
ト
・
大
豆
収

穫
等
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
が
、
昨
今
の

働
き
方
改
革
、
天
候
不
順
と
い
っ
た
情
勢

を
踏
ま
え
、
今
後
も
よ
り
作
業
効
率
を
高

め
る
た
め
に
も
利
用
者
の
事
前
準
備
等
、

益
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様

宜
し
く
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自走式ハーベスターによる収穫作業自走式ハーベスターによる収穫作業 モアコンによる刈倒し作業モアコンによる刈倒し作業

令和５年度 一番牧草収穫作業実施令和５年度 一番牧草収穫作業実施

Ｊ
Ａ
青
年
部

「
上
士
幌
学
」で
農
業
理
解
を

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
畑
作
部
会
（
伊
藤

部
会
長
）
は
六
月
十
五
日
に
上
士

幌
高
等
学
校
よ
り
依
頼
を
受
け
、

「
上
士
幌
学
」（
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
を
推
進
し
、
生

徒
の
地
域
理
解
を
涵
養
す
る
た
め

に
開
設
し
た
学
校
認
定
科
目
）
の

農
業
理
解
の
授
業
と
し
て
伊
藤
農

場
で
、
小
豆
・
て
ん
菜
・
馬
鈴
薯

の
生
育
調
査
を
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
二
十
名
が
意
欲

的
に
学
ぶ
姿
勢
に
部
員
も
感
心
を

し
て
い
た
。

　

最
後
に
「
今
日
は
実
際
に
圃
場

で
各
品
目
の
生
育
調
査
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
農
業
や

畑
作
に
関
心
を
持
ち
、
高
校
生
な

ら
で
は
の
発
想
で
上
士
幌
の
魅
力

を
地
域
に
発
信
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
十
月
に
今
回
見
学
し
た

圃
場
を
訪
問
し
、
生
育
状
況
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。」
と
挨
拶
を
い
た
だ
き
終
了

し
た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
青
年
部
畑
作
部
会

は
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
上
士
幌
町
の
農
業
理
解
に

協
力
を
し
て
い
く
。
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第17回
上
士
幌
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
有
限
責
任
事
業
組
合
総
会

「
ゆ
と
り
」あ
る
経
営
を

宮内組合長挨拶宮内組合長挨拶

総会の様子総会の様子

　

六
月
九
日
、
上
士
幌
町
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
有
限
責
任
事
業
組
合
（
宮

内
公
哉
組
合
長
）
の
第
十
七
回
定

期
総
会
が
農
協
会
議
室
に
て
開
催

さ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
宮
内
組
合
長
よ

り
、「
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
、
組
合
員
の
皆
様

に
は
譲
り
合
い
等
ご
協
力
を
頂
き

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事

業
も
年
々
需
要
が
増
え
、
先
取
り

予
約
や
受
付
の
殺
到
に
よ
り
抽
選

お
よ
び
調
整
等
で
ご
不
便
お
掛
け

し
ま
す
が
、
今
後
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と

挨
拶
。

続
い
て
、
来
賓
の
小
椋
組
合
長
よ

り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

上
音
更
支
部
の
佐
藤
喜
明
さ
ん

が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事
・
進

行
を
務
め
、
全
議
案
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
宮
内
公
哉
さ
ん
が
組
合
長

に
再
任
さ
れ
た
。

【
新
役
員
体
制
】

組

合

長　

宮　

内　

公　

哉

副
組
合
長　

根　

本　

明　

則

理　
　

事　

青　

木　

昇　

一

〃

　

菅　

原　

浩　

希

〃

　

猪　

狩　

大　

補

監　
　

事　

矢　

戸　

宏　

和

〃

　

阿　

部　

友　

和

議長に佐藤喜明さん議長に佐藤喜明さん
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第７期 定時株主総会開催第７期 定時株主総会開催
㈱上士幌町資源循環センター㈱上士幌町資源循環センター

　

㈱
上
士
幌
町
資
源
循
環
セ
ン
タ
ー(

高
木
聰
代
表
取

締
役)

は
、
六
月
九
日
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
三
階
会
議
室
で

第
七
期
定
時
株
主
総
会
を
行
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
高
木
代
表
取
締
役
よ
り
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
本
総
会
も
四
年
ぶ
り
の
実
開
催
と
な
る
。
現
在
五

基
の
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
し
原
料
の
受
入
れ
、
売
電
も
安

定
し
て
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
消
化
液
に
つ
い
て
も
昨

年
は
利
用
戸
数
、
散
布
量
も
増
加
す
る
等
順
調
に
散
布

作
業
が
推
移
し
た
。
再
生
敷
料
に
つ
い
て
も
移
用
拡
大

が
進
み
、
前
年
度
以
上
の
販
売
実
績
と
な
っ
た
。
物
価

高
や
世
界
情
勢
等
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
株
主
の

方
々
、
関
係
機
関
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
事
業

運
営
を
進
め
て
参
り
た
い
。」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
前
年
度
の
決
算
報
告
、
監
査
実
施
報
告
、
議

事
へ
と
進
み
、
全
議
案
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

今
後
も
㈱
上
士
幌
町
資
源
循
環
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

よ
り
、
本
町
の
適
正
な
糞
尿
処
理
並
び
に
消
化
液
の
利

活
用
を
進
め
環
境
に
配
慮
し
た
循
環
型
農
業
の
更
な
る

構
築
に
あ
た
っ
て
い
く
。高木代表取締役より挨拶高木代表取締役より挨拶

総会の様子総会の様子
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